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はじめに
　以下で訳出しているのは，フィリップ・S・フォーナー（Philip S. Foner）著のHistory of 
the Labor Movement in the United States, Volume I : From Colonial Times to the Founding 
of the American Federation of Labor（International Publishers Co., Inc., 1947）の「第１章　
労働者アメリカに来たる（Chapter 1 Labor Comes to America）」と「第２章　植民地アメリ
カの労働者（Labor in Colonial America）」である。ただし，紙幅の関係で，脚注は残念なが
ら割愛せざるを得なかった。また，本文で重要な意味をもつ「詩」は一応訳してはいるが，ま
ったくもって自信がないので原文を併記した。なお，｛　｝内は訳者の注記である。
　原著に関しては，1970年以前に出版され，発行後10年以内に日本語訳が出ていない著作物は，
11年目以降は誰でも自由に翻訳出版できるという，「翻訳権10年留保」に該当するものとして
訳出していることをあらかじめ断っておきたい。訳出に当たり底本としたのは，同書の1967年
刊行の第３刷である。
　最後に，ハード版カバーの折り返しに掲載されている著者による自著紹介を示しておこう。
　本書は，アメリカ史の主要テーマ─より高い生活水準と改善された社会的地位を勝ち取ろう
とする労働者階級の闘争─の重要な研究である。当巻は，植民地時代のアメリカにおける労働
者階級の大勢から始まり，近代的な労働運動の始まりでもって幕を閉じている。
　筆者は，アメリカ史の全体的な流れを背景に，労働運動がアメリカの社会構造の進展や，そ
の逆に，経済的・政治的・社会的な出来事が労働組合の発展に及ぼした影響を強調することで，
労働組合の興隆を考察している。
　得られた成果は魅力的で感動的な物語であった。当巻には，アメリカの独立革命，ジェファ
ソニアン・デモクラシーとジャクソニアン・デモクラシーをめぐる闘い，奴隷制をめぐる長期
の争い，南北戦争とそこからの再建において労働者が果たした役割について，長きにわたって
触れられなかった物語がある。当巻には，より高い賃金，労働時間の短縮，より良い労働条件
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を求めて，白人はもとより黒人も，さらには男性のみならず女性も含む，あらゆる種類の労働
者が行った戦闘的なストライキに関する感動的な記述もある。当巻には，その独自の政治活動
における労働者の取り組みの歴史，社会主義運動の成長とそうした運動が労働者階級に及ぼし
た影響に関する物語もある。学問的な内容に徹しつつも，記述は終始平易さを旨とした。
第１章　労働者アメリカに来たる
　キャプテン・ジョン・スミス（Captain John Smith）が，植民地時代のアメリカについて，
かつてこう記した。「そこからは労働者以外何も期待できない」，と。これは，アメリカに巨大
利益の源泉としての期待をかけるイングランドの商人資本家への助言のつもりで書いたものだ
った。すぐに彼らは，スミスが正しかったことを知った。ヴァージニア，マサチューセッツ，
ペンシルヴェニアの各植民地には，マルコ・ポーロが訪れた都市のような略奪の機が熟した素
晴らしい都市はなかった。いかなる富であれ，新世界に存在する限り，採鉱，森林伐採，農作
物の植栽・収穫，建造物・道路・橋梁の建設といった重労働を経る必要があった。ヴァージニ
ア会社は，1616～17年の冬，将来の投資家に向けたある広告用印刷物に，新世界の資源を開発
する「もっと多くの働き手」がそこにおれば，アメリカは巨額の利益をすぐに生むだろうと記
載していた。
　だが，これら働き手はどこから来るのか。アメリカには奴隷として捕獲・売買できるインデ
ィアンはいた。残念なことに，インディアンは自分たちの部族のもとに逃げ帰ったり，戻って
くる際には，大勢の仲間とともに頭の皮をもって元の雇用主にご機嫌伺いする傾向があった。
それゆえ，ニューアムステルダムの政府は，全雇用主にインディアン労働者に賃金を払うよう
命じた。この措置は，インディアンが「ほかの不穏当な手段に訴えて自分たちの働き分の代金
を奪おうとする」と恐れられたことから，「すべての争いの時宜にかなった，実行可能な防止
策として」必要だったし，この点は雇用主も周知していた。結局のところ，インディアンを奴
隷にする試みはうまく運ばなかった。
　しかしながら，雇用主たちは，ヨーロッパの植民地開発会社に丁寧かつ具体的に，自分たち
が労働者を必要としていると繰り返し嘆願した。彼らは，「労働者を助けるくらいなら空腹の
方がましだ」とする趣味の良さと優雅さを兼ね備えた紳士ではなく，開拓地を利益をもたらす
定住地として構築・維持できる人々だった。植民地の資本家は，ヨーロッパの窮乏者がアメリ
カに移住したいと思わせるプロパガンダ・キャンペーンを大々的に始めた。「ちらし」やパン
フレットには，アメリカでは「イングランドあるいはウェールズでの労働で稼げる３倍の賃金」
を労働者は手にできるし，貧しい奉公人の少女が金持ちと結婚できると謳っていた。仲介人は
貧困に苦しむあらゆる地域を訪れ，新世界の輝かしい未来図について詳しく話した。ヴァージ
ニア会社は，1630年に，以下のような簡潔な銘が刻まれた硬貨を流通させることまで行った。
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イングランドには土地はなく，働き手は有り余っているが，
ヴァージニアでは土地は無償で手に入り，働き手が足りない。
　信じない者には，初期のアメリカ入植者から，親族や知人に家財の荷造りを促し，新たな生
活を始めるよう督促する手紙─その多くは偽造されたもの─が届いた。ある手紙は，「労
働者が週に４日あるいは５日働くだけで，豪奢な生活ができる」と記していた。アメリカには
「豊かな土地があり，事実有り余るほど」あった。
ヨーロッパの労働条件
　豊かな国，アメリカ。イングランドも豊かだったが，民衆はそうではなかった。イングラン
ドでは封建制が死の間際にあった。それは，時には突発的に活力の残滓を示すこともあったが，
ほぼ完全に資本主義経済に取って代わられてしまった。この新しい経済が進展するにつれ，重
要な漸進的変化と窮状の増加の両者が持ち込まれた。例えば，毛織物工業の急速な興隆は，ま
すます多くの土地が穀物の成育よりも羊の飼育に供される基となった。土地は囲い込まれ，借
地人が追い払われて羊に場所を開け，少数の羊飼いが多数の農場労働者と置き換わった。土地
と仕事のいずれもない貧窮者が急増し，修道院の解体によって慈善義援金が剥奪され，貧窮者
の窮状はさらに悪化した。
　新世界から金と銀が流入した結果，物価は４倍に急騰した。だが賃金は，1600年に推計され
たところでは，１世紀前に有していた購買力のわずか４分の１にまで急落した。
　賃率はほとんど変動せず，1563年に制定された徒弟法（Statute of Apprentices）では，同
法で定められた最大上限額以上の賃金を受け取る者は誰でも21日間，そして，そうした賃金を
支払った者は誰でも10日間の禁固刑をそれぞれ宣告された。同法では，治安判事は１年のある
時点での商品価格に応じて，固定賃金を変更する権限を与えられた。多くの場合，治安判事は
雇用主でもあったので賃金を最少金額で設定し，労働者を餓死から守ることを本国教会区に委
ねた。しかしながら，教会区からの献金はほとんどなかったので多くの労働者が餓死してしまった。
　家族を扶養する推定最低額は，1628年には年額20ポンド11シリングだったが，労働者の賃金
が８ポンド８シリング９ペンスを上回ることはなかった。1623年に，ウィルトシャーの牧羊労
働者は，「織物業者が思いのままに作業を極限まで難しくし，満足のいく所まで賃金を減じた
ので……自分たちの勤労だけでは生活費を稼げない」と不満をぶちまけた。その約７年後，東
部諸郡の織物工が，「パンがないので，ベッド，車輪，作業道具を……売ることを」強いられ
る額まで賃金が下げられたと告発した。
　イングランドに留まる限り，同国の労働者には自分たちの生活水準を改善しようにもなすす
べがなかった。もっと稼げる職を探すために仕事を辞めることなどできるはずもなかった。な
ぜなら，親方・奉公人法（Master and Servant Acts）では，職を辞した労働者は３カ月間投
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獄されたからである。当該労働者は，多くの場合，当人が雇用主であった治安判事の前に引き
ずり出され，そこでは証言することすら許されなかった。さらに，労働者は自身が不在のせい
で雇用主に対して負った罰金を刑期で清算できなかった。時には，同じ契約違反で労働者に何
度も刑期が下された。
　それで，うわべは自由だが，多くのイングランド人労働者は実質上奴隷として生活していた。
これはスコットランドの鉱夫にも当てはまった。1606年，スコットランド法は，逃亡鉱夫は盗
っ人とみなされると明記した。当人を隠すか，あるいは雇用し，公告後24時間以内に本人を自
首させなかった罪を犯した者は誰でも，罰金100ポンドを科された。同法によって，鉱山所有
者には「放浪者と頑強な乞食を全員捕縛」し，自分たちが設定した条件で彼らを強制的に鉱山
で働かせる完全な権能が与えられた。
　保身のための労働者連合（labor associations）の結成は頻繁に試みられ，実際，ストライキ
も数多く打たれた。しかし，その度に，政府は雇用主の利益を保護しようと瞬時に行動した。
早くも1349年に，何人かのパン屋の奉公人がロンドンで「以前の賃金を２倍か３倍にしない限
り当該雇用主の下では働かないと内々で共謀した」として起訴された。1360年，議会は「服務
する雇用主から強要された労働条件であろうとも，石工と大工はその労働条件の下で自身の仕
事とそれに付随する作業を行うべし」とし，石工と大工のすべての同盟体と連合体の無効を宣
告した。1548年に議会は再度団結し，「特定の代価と賃金以外」そして「特定の勤務時間」で
しか働かないと表明した労働者は誰であれ処罰されると宣告した。その内容はこうだった。
　「初犯時には10ポンド，……あるいはパンと水のみしか与えられないで20日間投獄される。
再犯時には，罰金20ポンド……あるいはさらし台の刑を受け，三度目は罰金30ポンド……，あ
るいはさらし台に座って片方の耳を切り取られ，それ以降は公民権を剥奪される」。
　後年，厳罰の度合いは幾分和らげられたが，1820年代まで，法は自身の地位を改善しようと
する労働者の試みに一度も恩恵を施すことはなかった。６世紀に及ぶイングランドの労働条件
を徹底的に研究した後，アーノルド・T・ロジャーズ（Arnold T. Rogers）教授は，1563年か
ら1824年まで，「法で捏造され，その成功に利害関係を有する当事者によって実行された」謀
議（*）が「イングランド人労働者を騙して土地に縛り付け，希望を奪って，取り返しがつかな
い貧困に堕落させる」ものとして組織されたと結論づけた。
　イングランドの支配階級は，労働者が組織するのは阻止できたが，抗議のデモは止められな
（*） 早くも1776年に，アダム・スミス（Adam Smith）はこの謀議についてコメントし，政府が「親方と職人
との間の意見の相違を調節」しようとした際の「弁護士はいつも親方だった」と説明している。「我々は，労働
の価格を引き下げるための団結を禁止する議会の法令をまったくもたないけれども，それを引き上げるための
団結を禁止するものを数多くもっている」と追記している（An Inquiry into the Nature and Causes of the 
Wealth of Nations, London, 1845, p. 27. 大内兵衛・松川七郎訳『諸国民の富（１）』岩波文庫，1959年，223～24
ページ。ただし，引用は訳文通りではない。）。
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かった。同国では16世紀に失業労働者の暴動が頻繁に発生したので，ヴェニスの大使は母国宛
にこう手紙に認めた。「この騒乱がどこで終わるかは定かではないが，このような状況がこの
まま進展することはない」，と。多くの裕福なイングランド人はこの大使の恐れを共有し，植
民地に「不満を抱いた人たちと不品行な人たちが母国から流出する」のを期待した。
　さらに，ヨーロッパの至る所で支配階級は不安に晒され，大西洋の彼方にある豊饒の地を後
援する仲介人を歓待するようになった。アイルランドの小作農と職人がこの仲介人の宣伝をこ
とさら受け入れた。それと言うのも，英連邦の法律は，イングランドに入ってくるアイリッシ
ュ・リネンと牛類に高率関税を課していたし，スコットランドとアイルランドの住民からは自
治を完全に奪って，属してもいない英国国教会に10分の１税を払うよう強いていた。同じくド
イツでも，小作農と職人は，1677年にライン川流域を訪れたウィリアム・ペン（William 
Penn）が入植者を募集する目的で配布したパンフレットをもらいたがった。残忍な地主と君
主によるドイツの小作農と職人のひどい搾取と，三十年戦争とその後の紛争での何十万という
罪のない人々の大虐殺との当時の多くの説明を読めば，多くの人がペンの助言に喜んで従った
理由が理解できよう。
　要するに，母国での飢餓や宗教的・政治的な弾圧に直面していたヨーロッパの救貧者がアメ
リカにやって来たのである。スコットランド人の農民で手職として靴屋も営んでいた，５人の
子どもの父親であったジョン・マクベアスの物語は，移住の根底にある理由を提示してくれる。
彼は船上で面談した役人にこう話した。「不作で，牛も死んで，占有地の地代が上がって，長
い間パンも高値が続いたので，自国を離れました。雇ってくれる所もありませんし，我が身と
家族を養えなくなったのです……。妻と子どもが快適な生活手段を入にできますし，労働の代
価は非常に高額であるとの保証もありますし，すでにアメリカにいる私と妻の友人たちのそう
した会話で移住する勇気をもらいました」，と。
アメリカに辿り着く
　だが，ヨーロッパの窮状からの逃避は，先のパンフ類が描いていたほど単純な話ではなかっ
た。イングランドからの船賃は６～10ポンドで，労働者にとって相当な額だった。さらに，か
のトマス・ジェファソン（Thomas Jefferson）は，「この地に移住した我が祖先は労働者であ
って弁護士ではなかった」と語っている。
　アメリカに辿り着くために，これら働き手の大多数は年
インデンチャード・サーヴァント
季契約奉公人として何年間か拘束さ
れた。彼らは，ヨーロッパで商人や船長と，「雇用主が雇ってくれる仕事ならどんなものであれ」，
渡航の代償として２～７年間就かなければならないとの契約書に署名していた。なかには，ヨ
ーロッパで奉公契約書あるいは契約書に署名しなかった年季契約奉公人もいたが，そうした連
中はアメリカ到着後に渡航費用を工面する何日間かの猶予を認められていた。大多数は，アメ
リカの農
プランター
園主と商人が渡航費を進んで前払いしてくれるし，自分たちの収入からすぐに返済で
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きるし，そうすれば自由の身になれると信じているようだった。多くは，自分たちの夢が「無
惨にも破れ」，「退屈で骨が折れ，無益な奉仕の面倒な窮状のすべてに巻き込まれる」のを知る
ことになった。
　大抵の場合，移住者は，生存した乗客が渡航中に亡くなった人の船賃をも払う責任を負うの
に同意するよう迫られた。航海は非常に凄惨だったので多くが亡くなった。「船上の惨状はひ
どいものだった」とゴットリーブ・ミッテルバーガーが経験談に基づいて話している。「悪臭，
毒気，悪寒，嘔吐，種々の船酔い，発熱，赤痢，頭痛，暑気，便秘，腫れ物，壊血病，癌，口
内炎など，これらに似たものが古くて，急いで塩漬けされた食物と肉，さらには汚くて腐敗し
た水が原因で多くが惨めな死に方をした」。もう１人の生存者もこう語っている。「飢えを凌ぐ
ために，家鼠や二十日鼠を食べなければならなかった。二十日鼠一匹で８ペンスないし２シリ
ング，水１クォート｛約１ℓ｝で４ペンス払った」，と。
　1767年６月，サウスカロライナ植民地のガゼット（Gazette）紙の編集者が，チャールスト
ンの住民に，到着したばかりの300人のアイルランド系年季契約奉公人を支援するよう頼んだ。
彼は，奉公人の下宿を訪れ，各部屋で「２～３人が一度に借り主として記録され，多くが死に
かかっていて，何人かは茫然としていて，両親が数週間前に息を引き取ったので素っ裸のまま
横たわっている幼子たちがいる」を発見した。
　ニューヨーク，フィラデルフィア，ボストン，チャールストンで，仲介人であった船長ある
いは商人が，自分たちの人的商品の顧客に告知した植民地新聞の折り込み広告はこうである。
「新しいドックに現在係船されているキャプテン・スチュワートの『スノー・ヘンリー号』の
船上で販売されるのは，高級アイルランド産バターとジャガイモ，それに何人かの男性年季奉
公人」，と。
　もう１つの典型的な広告も次のように告知している。「織工，建具屋，靴屋，鍛冶屋，煉瓦工，
煉瓦積み工，木びき工，服仕立工，コルセット製造工，肉屋，椅子製造工，さらには何人かの
手職をもつ，奉公人には誂え向きの若者の一団が……たった今ロンドンから到着した。フィラ
デルフィアのエドワード・ホウン商会は，これら若者を現金か小麦，パン，小麦粉と引き換え
に，手頃な値段で商う手はずを整えている」，と。
　オークションで競売された全員が自分の意志でアメリカに来たわけではない。なかには些細
な犯罪のために植民地で働くよう宣告された囚人もいた。ロンドン，ブリストル，あるいはリ
バプールの「人間泥棒」とか「誘拐斡旋業者」と呼ばれる仲介人に攫われた者，とりわけ子ど
ももいた。後年，積荷の割合で多くを占めるようになったのは，アフリカで捉えられ，両手・
両足首・首を鎖で対に繋がれて，貨物室に押し込められ，凄惨な航海後にアメリカで売られた
黒人だった。
　おそらく，植民地時代アメリカへの移民の半数は年季契約奉公人だった。1770年までに25万
人が入国し，その内の10万人以上が誘拐の被害者あるいは刑を宣告された囚人だった。その時
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点までに，サウスカロライナ植民地だけで年間3,000～4,000人の黒人奴隷が移入し，植民地人
口のおよそ20％に当たる約50万人の黒人奴隷がいた。
　それゆえ，入植者の大多数は労働者だった。イングランドやヨーロッパ大陸では，この労働
者とその祖先は技
アルチザン
工，日
デ イ ・ レ イ バ ラ ー
雇い労働者，小規模の手
トレイドマン
職人，農民だった。その大多数がアメリカで
「幸運な境遇」や，調子のいい宣伝パンフ類が口約束した十分な「仕事の報酬」を手にするこ
とはなかったが，アメリカ大陸で新たな文明と新しい民主主義国家を構築したのは紛れもなく
彼らとその子孫だった。
第２章　植民地アメリカの労働者
　植民地時代全期を通して，自由労働者はアメリカ人労働者のなかで人数では最少で，重要度
も最低ランクにあった。ペンシルヴェニア，メリーランド，ヴァージニアの各植民地では，独
立戦争時に，４人中３人が自由労働者か年季契約奉公人だったし，300万人の入植者中，６人
に一人程度が黒人奴隷だった。北部植民地に居住していた黒人は４万人足らずだった。少なく
とも５つの南部植民地で，黒人は白人人口に匹敵，あるいは数で上回っていた。
奴隷と年季契約奉公人
　南部のタバコ・コメ・インディゴ（藍）を作付ける大
プランテーシヨン
農園（木綿と砂糖は約半世紀後まで重
要作物ではなかった）で，奴隷制はかなり初期の段階で年季契約制度に席を譲った。農
プランター
園主は，
奴隷─その子どもたちも雇用主の財産になる終身労働者─が年季契約期間が満了して職を
辞した奉公人よりも収益性のある投資対象であるのを知った。さらに，多くの場合，雇用主は
仕事のない奴隷を雇うことができた。奴隷の維持費は，年季契約奉公人の半分以下だったし，
この事実が奴隷制を南部のプランターと北部の商人の双方にとって望ましい労働制度とした
｛ただし，奴隷の購入コストは奉公人より３倍以上高かった｝。
　しかしながら，奴隷制は植民地時代のアメリカですぐに発達したわけではなかった。最初の
黒人は年季契約奉公人としてやって来て，その契約期間が満了すれば解放され，自由の身とな
った。1660年代になるまで奴隷化は始まらなかった。1664～82年に，多くのプランテーション
の奴
コ ー ド
隷法は黒人の年季奉公人を奴隷へと変えた（*）。黒人の子どもたちは，法的にはその母親
の所有者の財産であると宣言された。奴隷は，全員が顔を合わせること，武器を所有したり武
装すること，書面による許可なく雇用主のプランテーションを離れること，白人に不利な証言
をすることを禁じられた。黒人奴隷が白人を襲った場合，いかなる雇用主もその奴隷を「自己
（*） しかしながら，植民地時代のニューイングランドでは，法が黒人を財産であり人間でもあるとみなしたので，
彼ら黒人は二重の身分をもつものとされた（以下を参照のこと。Lorenzo J. Greene, The Negro in Colonial 
New England, 1620  to 1776 , New York, 1943, p. 167.）。
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防衛以外」で殺すことはないとの仮定のもと，黒人奴隷は過失の如何にかかわらず40回鞭打ち
された。1656年にメリーランド植民地のある雇用主が奴隷に熱した鉛を浴びせて殺した際，こ
の雇用主は当該奴隷が「矯正の見込みがない」という理由で無罪とされた。さらに，1735年に
ニューヨーク植民地のジョン・ヴァン・ザントが奴隷を鞭打って死に至らしめた時，検視陪審
員はこの死は「神の裁き」によるものだったと結論づけた。
　母国での貧困と迫害から逃れるためにアメリカにやって来た何千という年季契約奉公人は，
多くの場合，「母国よりもひどい災禍が……残存している」のに気づいた。彼らの運命は黒人
奴隷よりも良いことはなかったし，実際のところ，観察者のなかにはより以上に劣悪だと信じ
ている者もいた。それと言うのも，雇用主は生涯にわたって財産である奴隷の面倒をみる必要
があると感じる一方で，年季契約奉公人は数年内に職を辞するのを承知していたからである。
さらに，年季契約奉公人が重労働や残虐な刑罰で障害を受け労働不能になったとしても，雇用
主にはその責任を負う義務はなかった。
　確かに，法は時には「何人であれ男性奉公人あるいは女性奉公人の目あるいは歯を強打する
か，さもなければ不自由な身にするか，あるいは身体の一部を毀損した場合，奉公人をその役
務から解き放つべきである」と規定した。しかし，これは何の気休めにもならなかった。それ
と言うのも，年季契約奉公人は，告発を望んだとしても，裁判所が雇用主連中に支配されてい
るなかでは，自分で自分の立場を証明できなければ処罰の対象になることを知っていたからで
ある。例えば，ニューヨーク州では，自身の苦情を実証できなかった年季契約奉公人は，「そ
うした不当な苦情を訴えたことに対し，……契約期間外に無給で６カ月の役務を命じられた」。
　年季契約奉公人と同様， 徒
アプレンティス
弟 ─何年間も事実上の奴隷状態で拘束された児童や思春期
の若者─も苦情を多数抱えていた。彼らは手職のコツを教えてもらえると期待していたが，
法廷記録に記載された頻繁に発生する苦情は，あまりに多くの親方が徒弟にそうしたコツを伝
えていなかったし，同時に「正当な理由もなく，最も残酷で法外なやり方」と，食事としては
「粗悪な一塊のパン」しか与えず，通常は「［彼ら］から生活必需品と文明の利器を奪っていた」
ことを教唆している。
　植民地時代アメリカの不自由労働者は，「身分としてはエジプトの最悪の奴隷以下である」
と不満の声を上げていた。ある同時代人は，年季契約奉公人と黒人奴隷が，［裕福な人間］が
享受する生活を快適にする品のほとんどが，自分たちの倦むことを知らない労働にもっぱら負
っていたにもかかわらず，「食すのに都合の良い食糧と身につけるべき適切な衣類のいずれも」
有していなかったと観察している。彼らの多くが雇用主の元から逃亡したことは何も不思議で
ない。白人年季契約奉公人と黒人奴隷を分離しようとしたプランターや商人の積極的な取り組
みにもかかわらず，自由を求めて彼らが共に経験している抑圧から幾度となく逃亡した。1747
年９月10日のペンシルヴェニア植民地のガゼット紙に掲載された公示はこう認めている。「定
期購読者から逃走した者─白人男性と黒人各々一名─が一緒に逃げていると考えられる」，
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と。1747年10月８日の別の公示はこう認めている。「白人年季契約奉公人のアン・ウェインラ
イトとジューン・ベイラード所有の黒人女性奴隷が一緒に逃げた」，と。
　捕えられた逃亡奉公人は鞭でひどく打たれ，多くの場合R字の焼き印を押され，通常はその
違法行為のせいで余分な期間─時には２年近く─奉公することを強いられた。メリーラン
ド植民地議会は，1641年に，雇用主から「譲渡される意図をもって同植民地外に」逃亡した奉
公人を死でもって罰する重罪とする法令を成立させることまで行った。
　だが，こうした厳罰をもってしても逃亡は止まなかった。法廷記録は，「何度も雇用主から
逃げ出し，他の者にも逃走するよう誘惑したことで」，鞭で何十回も無残に打たれたマサチュー
セッツ湾植民地のアイザック・ロビンソン（*）や，幾度となく逃亡するよう繰り返し「仲間の
奉公人を挑発した」という理由で厳罰に処されたフランシス・ベイツの物語を伝えている。
　逃亡する代わりに，不自由労働者は組織的な叛乱を事ある毎に起こした。植民地時代のアメ
リカでは，40件以上の奴隷の逃亡計画の存在が知られている。そのいくつかは，黒人奴隷と白
人年季契約奉公人が一緒に企画していた。1730年のチャールストンでの逃亡計画は非常に大規
模なものだったので，同時代人の一人は次のように観察している。「もし圧倒的な力を有する
植民地が彼らの逃亡計画を見出せなかった場合，我々は全員血まみれになっていたであろう」，
と。９年後，200人以上の奴隷がチャールストン近郊のストーン・プランテーションで叛乱を
起こした。急襲され，皆殺しの目に遭う前に，彼らは家屋と収穫物を焼き払い，それまで自分た
ちに親切に振る舞っていた一人に対しては危害を加えることなく，複数の奴隷所有者を殺害した。
　奴隷の叛乱がすべて南部で起こったわけではない。1712年には，ニューヨーク市で23人の武
装した奴隷が「雇用主から受けた……酷使」に対して叛乱を企てた。これは鎮圧されたが，
1734年３月18日のニューヨーク植民地のガゼット紙｛1725年11月８日創刊｝の寄稿者は，奴隷所
有者に「ギャリソン陛下（Majesties Garrison）がおられなければ，ニューヨーク市がおそら
く灰燼に帰したであろうし，市民のほぼ全員が焼死したであろう」，と警告していた。
　逃亡者に対する情け容赦ない鞭打ちは，奴隷の叛乱に加担した者が被る酷刑に比すれば取る
に足らないものだった。ある女性の奴隷は，叛乱を企てたことに対して，1708年にロングアイ
ランド島のジャマイカで火炙りの刑に処された。火炎がゆっくりと彼女を焼き尽くすにつれ，
水で満たされた角上の器が彼女の口の届くところに置かれ，次に「他の人々を恐れさせるもの
として」，その口元から繰り返し引き離された。1712年のニューヨーク植民地での蜂起で捕縛
（*） このロビンソンはアメリカで最も初期の労働組合オルグの一人と考えられる。もう一人は，1688年に「当
該植民地で黒人暴動を何度も企てた」という罪で有罪を宣告されたメリーランド植民地の黒人奴隷のサムだっ
た（William and Mary College Quarterly Historical Magazine, Vol. X, Jan., 1902, p. 177.）。
　拘束された奉公人の組織的な大量逃亡が植民地時代のアメリカで頻繁に起こったのはもとより，これら不自
由労働者が労働条件に抗議して行った数多くのストライキの記録もある（以下を参照のこと。Richard B. 
Morris, Government and Labor in Early America, New York, 1946, pp.167-74.）。
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された21人の奴隷の処刑について，ハンター（Hunter）総督はこう記している。「ある者は火
傷を負い，他の者は首を吊られ，一人は車輪で引き裂かれ，一人は町で生きたまま鎖で吊され
るなど，考えられる限りの懲戒的刑罰が加えられた」，と。
　残忍性は奴隷の叛乱に随伴する脅威に終焉をもたらさなかったが，奴隷には良質の食事や衣
服，さらには処遇といった面で若干の譲歩が施された。奴隷制度を収益を上げるものとみなか
った北部でも黒人奴隷の恐怖は高じ，奴隷を自由労働者と置き換える提起が行われていた。
賃金労働者の出現
　自由労働者という階級が出現したのは海港のある町や都市だった。ボストンやフィラデルフ
ィア，さらにはニューヨークの経済生活は，長い間海運業と連動していた。当初，イングランド
とオランダの船舶が植民地貿易の大部分を担っていたが，入植者が程なく自分たちの船を建造
するようになった。それで，大工，鍛冶工，建具師，船大工， 止め釘打ち工，縄製造工，縫帆工，
その他の技工と労働者の需要が生じた。1685年には早くも，ウィリアム・ペン（William Penn）
が，フィラデルフィアには「大工，建具師，煉瓦積み工，石工，配管工，鍛冶工，ガラス工，
仕立工，靴製造工，食肉解体工，パン製造工，醸造工，手袋製造工，革なめし工，毛皮工，車
大工，水車大工，船大工，小舟大工，縄製造工，縫帆工，ブロック製造工，旋盤工など，ほぼ
すべての種類の凄腕の手職人が居住している」ことを注視していた。２年後，ボストンを訪れ
たフランス人が，「ここにはあらゆる種類の工
クラフツマン
匠，特に船を建造する大工がいる」と記している。
　貿易と商業が伸張し，富が増えるにつれ，贅沢品分野の腕の立つ名工─銀細工師，金細工
師，時計職人，宝石細工師─も出現した。1720年，ニューヨークには銀細工師が13人，時計
職人が４人，金細工師が二人，宝石細工師が一人いた。
　当初，ほとんどの技工や工匠は賃金労働者ではなかった。彼らは，大きな町で，多くの場合
小規模作業場でもあった自宅で物品を作って，妻子がそこでそうした品を商品として商った。
もう一つのタイプの職工は，道具を持参する渡り職人・石工・大工・靴製造工・蝋燭製造工で，
農場に滞在し，農民が提供する原材料を加工して物品を作った。彼らへの支払いは貨幣あるい
はトウモロコシや小麦で行われた。植民地の鍛冶仕事，大工仕事，機織り，靴作りといった労
働の多くが，これら巡回労働者によって担われた（*）。
　人口が増えるにつれ，多くの渡り職人が通常は小さな村で賃借あるいは自宅を建てて定住し，
（*） それにもかかわらず，巡回労働者が仕事をする機会は，一地方の各家庭がほぼミニチュア版の製造工場で
限定されたものであったが，多年にわたって残っていた。それぞれの農民は，自身も木工，鍛冶屋，靴屋で，
一人で10種類以上の工匠の仕事を行っていた。ニューヨーク植民地のムーア（Moore）総督は，1767年に至っ
ても，植民地の大抵の農家で，衣類は「どこかの市場に出す意図などさらさらない自家用で，……紡いで羽毛
を立てられるようになるとすぐに作業に取り掛かれる子どもが一杯いる家庭用に製造された」と報告している
（E. B. O'Callaghan, Ed., Documents Relative to the Colonial History of the State of New York, Albany, 1856, 
Vol. VII, p. 888.）。
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１つの部屋を仕事場にした。近郊に住む農民は，農産品を商うべく町にやって来た折りに，自
家製造が困難な物品を買った。
　日用雑貨品の需要が増すにつれ，職人でもある小売店主は，自身の労働だけでは市場に応じ
られないことに気づいた。通常そうした店主は，10もしくは20ポンド（50～100ドル）で，飲
食物と貸間，特別行事用のスーツ一着を手にするために７年間働く，大抵は手練れの労働者で
ある年季契約奉公人を雇えた。1709年の４月，６月，７月にフィラデルフィアに来た1,838人
の年季契約奉公人の内，56人はパン屋，87人は石工，124人は大工，68人は靴屋，99人は仕立屋，
29人は肉屋，45人は粉屋，14人は革なめし工，７人は靴下修理工，６人は理髪師，４人は錠前
師，95人は服地と亜麻布織工，82人は桶屋，13人は馬具屋，２人はガラス屋，３人は帽子屋，
８人は石灰焼き人，２人は彫版師，３人は煉瓦屋，２人は銀細工師，48人は鍛冶屋，３人は図
面師，６人は轆
ろく
轤
ろ
師だった。
　黒人奴隷も，通常１カ月あるいは１年間，植民地の工場で手練れの労働者として雇われて働
いたが，次第に自由労働者の必要性が高まった。プランテーションと農場で一年中働く年季契
約奉公人や奴隷がどれほど貴重だったとしても，その仕事が季節的だった商店や工場の自由労
働者ほども収益を上げていなかった。奉公人あるいは奴隷は不況期も服を着，食事を与えられ，
身の安全を保障されなければならなかったが，自由労働者は必要がなくなれば簡単に解雇通知
が出せた。奉公人あるいは奴隷が逃亡すれば，雇用主はかなりの投資を遺失することになる。
アダム・スミスが『諸国民の富』で考察しているように，「ボストン，ニューヨーク，フィラ
デルフィアでは，……自由労働者によってなされた仕事は結局それが奴隷によって行なうより
安くつくのである」。
　1715年までに，植民地の新聞は，時計屋から毛皮職人に及ぶ多数の異なる種類の自由労働者
の求人広告を載せるようになった。1770年にニューヨーク植民地に設けられた職業紹介所は，
親
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方手工業者｛以下，親方と略す｝に「近くに行商人宿があって，ほぼすべての年
ジ ヤ ー ニ マ ン
季明けの職人
が仕事を求めて立ち寄りたがる，北部教会近くにあるスリー・ライオンズという看板を上げて
いるパブで，クーター氏に申し込めばそうした職人を補充できる」と告知していた。それで，
奉公人の年季満了や自由労働者の移住で労働者の数が増加するなか，賃金労働者階級は植民地
時代のアメリカで誕生した。熟練労働者は，ジャーニマン，細
アーティフィサー
工師， 手
ハンディクラフツマン
工芸家，技工，職
メカニツク
工
として知られていたし，一
コモン・レイバラー
般労働者あるいは溝掘り人や鉱夫が不熟練労働者だった｛ここで挙
がっている熟練労働者は，それぞれ語源に違いがあり，使い分けられていたようだが，アメリカでは植民地時
代から建国後の時期にあっては，区別なく使われていた（森杲『アメリカ職人の仕事史』中公新書，1996年）
ので，以下では区別の必要がない限り「職人」という訳語を当てる｝。
　造船，醸造，製粉，桶・樽製造，革なめし，馬具製造，製鉄は，多数の労働者を必要とする
までに成長した主要な植民地の産業だった。ニューイングランドと中部植民地のそれぞれの溶
鉱炉が，樵，石炭積み込み作業員，荷車運送業者，その他の一般労働者以外に８～９人を雇用
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した。造船は，ボストン，ニューヨーク，フィラデルフィア，ニューポート，チャールストン
では間違いなく最重要な産業だった。1720年に，ボストンには年間約200隻に及ぶ造船能力を
もつ14の造船所があったし，1712年にニューポートには12以上の造船所が，1718年にフィラデ
ルフィアは少なくとも10の造船所があった。それら造船所は熟練工・不熟練工を含む多数の労
働者に仕事口を提供した。例えば，1713年にはボストン港とセーレム港だけで，少なく見積も
っても3,500人の船員がいた。独立戦争前夜までに，製材所や製鉄所が労働者を大量に雇って
いたし，多くの労働者がニューヨーク，ボストン，フィラデルフィアの大規模工場で，織工，
靴製造工，家具職人として雇われていた。
　しかしながら，一部はイングランド政府が数を制限したという理由で，典型的な植民地の工
場にはそれほど多くの労働者はいなかった。1750年に，そうした工場は，所有者兼雇用主であ
る親方，２～３人のジャーニマン，同数の徒弟で構成されていた。親方は，この時期にはまだ
賃金労働者と並んで働いていた。彼は資本と原材料を提供し，完成品を商った。
労働条件と労働団体
　植民地時代アメリカにおける労働条件のいかなる分析であれ，人手不足が「イングランドあ
るいはヨーロッパ大陸での類似の仕事口で，ある人物が手に入れるよりも高い生活水準を労働
者に保証した」ことを常に記憶に留めておかなければならない。当該問題に関するある研究者
の推計は，「植民地の労働者は同時代のイングランド人労働者の賃金を30～100％上回る実質賃
金を獲得していた」としている。手練れの職人は植民地時代全期を通してヨーロッパから移入
され，その気にさせるため，植民地の実業家は極めて魅力的な労働条件を喜んで彼らに提供した。
　植民地時代アメリカにおける種々の職業の賃金に関する入手可能な調査は，細かい点まで行
き届いているとする一般的な結論を許すにはあまりにも狭い範囲に限定されていた。でも，い
くつかの統計値は引用可能である。1630年に，マサチューセッツ湾植民地の大工の賃金は食事
付きで１日23セント，食事なしで33セントで，食事付き労働者の賃金は１日当たり11セントほ
どでしかなかったが，1672年の煉瓦積み工と石工の賃金は食事付きで１日22セントだった。
1770年に，大工は１日約50セント稼いでいたし，食肉解体工は30セント，靴製造工は70セント，
労働者は21セントで，一般的な賃金は週給約２ドルだった。間違いなく，こうした労働者のな
かには，自耕自給農業で収入を補う者もいた。
　しかしながら，植民地時代の賃金労働者の生活が豊饒だったわけではない。失業中の植民地
時代の労働者は，多くの場合，その子どもを餓死から守れなかったし，自分が投獄されないよ
うにもできなかった。1737年に，ニューヨーク植民地の副総督は，多数の労働者が「仕事口を
得るとの願いも空しく貧困に瀕した」と認めている。さらに，植民地時代のニュージャージー
では，1765年にあまりにも多くの労働者が失業したので，植民地議会は困窮している家族が穀
類を買えるように，一家当たり200ポンドを充当しなければならなかった。
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　高物価と通貨変動が実質賃金を幾度となく引き下げた。物価が下落したとしても，多くの植
民地の裁判所が「生活必需品価格の下落に準じて，賃金減額に甘んじるよう」労働者に命じた
ので，何ら得るものはなかった。物価が上昇した時，裁判所は最大賃率を固定し，労働者がそ
の賃率以上の賃金を求めるか受け取った際には，重い罰金を科した（*）。ニューイングランド
の公判記録にはこうある。「ウィリアム・ディクシーは１日に３セント稼ぐために罰金３セン
トを支払った，ジェームズ・スミスは２セント，ジョン・ストーンとジノ・シブリーは法外な
賃金に対してそれぞれ３セントを科された」，と。この判決は「アメリカ人労働者が自分の身
を守るのに」必要だったと雇用主は論じた。ある雇用主は1769年にこう述べている。「高賃金
がますます働く人々を惨めな存在にするのは確かである。彼らがあまりにも道徳を堕落させ，
その健康を損ねることにあまりにも多くの時間とお金を使っている」，と。
　賃金を抑えるために，製造業者は黒人奴隷を頻繁に雇用した。この慣行がなくならなかった
ので，南部の白人労働者は北部植民地に移住したが，北部の労働者も同じ競争に直面した。
1707年に，フィラデルフィアの自由職工は「日雇いの……黒人
0 0
の数がもたらした仕事口の減少
と賃金の低さ」に抗議した。30年後，ニューヨーク植民地の自由労働者が，自分たちに他の植
民地に移住するのを強いた，「奴隷に手職を教示する有害な慣行」に抗議した。
　別の競争相手は冬に町にやって来て，春の種まきの時期に農場に戻った半農＝半職人だった。
｛farmer-artisan（職人的農民といった概念もある）｝ニューヨーク植民地のある職人は1757年にこう書
いている。「農民は，鋤，砕土器，あるいは他の農器具の製作と修理以外は，鍛冶屋，石工，
大工，樽屋，あるいは他の機械技術に手を染めることなく本来の生業に従事すべき」，と。
　労働者は，成長する資本主義と共に生じるこうした問題は，ただ労働組合の力を介して，労
働時間の制限やより高い賃金とより良い労働条件を求めて断固闘うことで対処できると学ばな
ければならなかった。階級間の線引きは，初期のアメリカでは依然流動的だった。親方手工業
者は作業台で働いていたし，多くの場合，彼とそのもとで働く労働者は，既成の規準を遵守す
るのを拒否した大手の商人と闘う際に協力し合った。熟達した労働者は親方手工業者になれた
し，そうでない労働者は他の場所に引っ越すか帰農した。
　それでも，労働団体は植民地時代アメリカで誕生した（**）。ボストンのジャーニマンだった
止め釘打ち工は，「自分たちとその家族を非常に疲弊させた」慣習として，もはや貨幣や商品
（*） 植民地時代の多くの賃金統制法が人手不足と労働者を仕事に留まらせられなかったことで失敗する一方で，
そうした法に対する要求は植民地時代全期でみられた。そのような法が存在した全事例では，雇用主ではなく
労働者が起訴された。
（**） 植民地時代のアメリカには，1724年に設立された最も著名なフィラデルフィアの大工同
ギ ル ド
業組合をはじめと
して，少数だがギルドもあった。これらの植民地時代のギルドが，各業種を規制し，労働者の賃金・労働時間・
労働条件を決定し，さらには技量と道具の善し悪しを点検することで，ヨーロッパのギルドの慣行に続こうと
したが，さほど成功しなかった。植民地時代のアメリカの労働者は，あまりにも広範に四散していたので，ギ
ルドによって規制・監視できず，通常ギルドに属していたのは親方だけだった。
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に代わる工場発行の約束手形で仕事の報酬を受けとらないとする共同声明を1741年に公表し
た。これに続けて，彼らは将来的には「自分たちの役務に対し，合法で公的な信用証券といっ
た他のいかなる支払い」も受け取らないとした。1741年２月12日のボストン・ウィークリー・
ニューズレター（Boston Weekly News-Letter）紙｛1704年９月24日創刊｝は，「この好例で，称
賛に値する事例には，他の多くの技工や手職人が直ちに従った」と短評した。
　以下の1734年１月28日の週刊ニューヨーク・ウィークリー・ジャーナル（New York  
Weekly Journal）紙｛1733年11月５日創刊｝の広告は，女性奉公人が自分たちの労働条件改善を
目的に組織していたことを示している。
　「この不況期に奉公に出ようとする多くの女性がこの町にいるが，世間は我々奉公人の労働
条件を当然知るべきであるように，当惑した管財人に叩かれるべきでないことももっともと考
える，彼らは強打するが，優しくて茶目っ気のある女性にはおそらく優しいかもしれない。貴
婦人が奉公人を欲し，その夫に上記の点を約束するなら，奉公人はすぐに供給される」。
　独立戦争前にあって労働組合に最も近いものは，少数の主要都市で組織された親方，ジャー
ニマン，徒弟向けの共済会だった。一般に，共済会の目的は「事故で支援が必要となった会員
や会員の未亡人と未成年者の援助」にあった。共済会は，疾病給付金を支払い，窮乏した会員
向けに基金を設立し，時には現金を貸与し，貯金用の「金庫」を提供した。通常，共済会は賃
金，労働時間，あるいは労働条件といった問題は扱わなかった。しかし，ニューヨーク植民地
の住宅塗装業者の共済会は，1767年に参議会（Board of Councillors）に対し，親方が隣接する
植民地から職工を少額の賃金で雇い入れ，その結果生じるニューヨーク市での賃下げを阻止す
るよう請願した。共済会が組織される前は，こうした請願は通例無視された。参議会がこの請
願を受理した時，１つの委員会がすぐに設置され，「可及的速やかに」報告するよう命じられた。
　植民地時代には数は少ないがストライキ指令も出された（*）。1684年に，ニューヨーク市当
局に雇われた荷馬車屋｛貨物運搬業者｝が，積載量当たりの代価が引き上げられるまでゴミを街
路から撤去するのを拒んだ。スト参加者は，「自分たちの持ち場で下された命令に従わず，そ
の職務を果たさなかったこと」で，「停職処分を受けたり，解雇された」。１週間後，運送業者
（*） 以上は，雇用主に対する真の意味での労働者のストライキではなく，地方当局によって固定された代価に
対する親方の抗議だった。ジョン・R・コモンズ（John R. Commons）と同僚たちは，1786年のフィラデルフ
ィアの印刷工ストライキがアメリカ史で最初の確証された労働者のストライキだったと述べている（History of 
Labor in the United States, New York, 1918, Vol.I, p. 25.）。しかしながら，リチャード・B・モリス（Richard 
B. Morris）は，1768年にニューヨークのジャーニマン仕立工のストライキがあった可能性を指摘している
（“Criminal Conspiracy and Early Labor Combinations in New York,” Political Science Quarterly, Vol. LII, 
March, 1937, p. 77.）。20人のジャーニマン仕立工が1768年３月31日に，自分たちは家族ともども「食事付きで
１日３シリング６ペンス」で働いていたと公表した（以下を参照のこと。New York Journal, April 7, 1768.）。
　1763年10月29日のチャールストン・ガゼット紙の非常に興味深い調査報告は，黒人の煙突掃除人が「自分た
ちが団結することで，通例の代価を引き上げ，その法外な要求が叶わない限り仕事を拒否する傲慢さも有して
いた」と紹介している。
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は仕事への復帰を求めた。彼らは，「既成の法と秩序」に準じて，各自６シリングの罰金を支
払うよう命じられた。およそ１世紀後の1770年に，同市の樽製造工は「当局が設定した代価以
外では酒樽を売らない」と決定した。それを実行した樽製造工は，通商を抑制する共謀罪で有
罪と宜告され，「教会あるいは宗教上の慣例として」50シリング払うようにとの命令を受けた。
同市のために働いた者の訴えは却下されたのである。
　ニューヨーク市当局は，影響力のある海運業者が船大工，有能な船員，労働者の賃率を下げ
るべく結束した1758年までの数年間は寛大だった。６年後，植民地を横断する雇用主団体がニ
ューヨーク市で創設された。団体の会員は，いかなる労働者も「当該植民地で最後に仕えた雇
用主，あるいは女性の雇用主からの書面による推薦状」を作成してもらえない限り，「働かせ
る訳にはいかない」ことに同意した。これら雇用主には罰金は課されなかったし，共謀罪で起
訴されることもなかった。
　1746年，サヴァナで多くの大工がストライキに入った。その直後，植民地の管財人はストラ
イキを鎮圧するための議会制定法を懇願した。1746年12月29日付けの彼らの行動に関する報告
書の一部にはこうあった。
　「告知が読まれ，サヴァナの複数の大工が調印し，その町の複数の場所でストライキが打た
れた。それによって彼らは団結し，そこで通常とは異なる特定された代価以下では働かないと
決意したものの，こう命じられた。制定された議会通過法が，……総
プレジデント
裁｛総督は一般的には
Governerだが，当初Presidentと呼ばれた｝と参事に引き渡された上で，上述の法の命令を彼らに出し，
同法を施行する重きをなす人々を評価する」，と。
民主主義を求める闘い
　17世紀，複数の植民地では，奴隷と年季契約奉公人を除く民衆は投票できた。18世紀，投票
要件に財産資格が導入されたことで貧民は選挙権を剥奪された。ペンシルヴェニア植民地では，
1750年の選挙権は50ポンドの「法貨」あるいは50エーカーの土地を所有しているかどうかにか
かっていた。その結果，わずか８％の農村在住者とフィラデルフィアの住民の２％しか投票で
きなかった。ニュージャージー植民地の参政権は，少なくとも100エーカーの自
フ リ ー ホ ー ル ダ ー
由土地保有者に
限定され，サウスカロライナ植民地では「移住者が定住したプランテーション」あるいは100
エーカーの未定住の土地所有者に限定されていた。マサチューセッツ湾植民地の弁護士ヨシア・
クインシー（Josiah Quincy）は，サウスカロライナ植民地議会についてこう語っている。「彼
らには下院があるのは本当だが，同院は誰を代表しているのか。労働者，職工，手職人，農民，
作男，それともヨーマン｛自由土地保有農の別名｝なのか。下院議員は，ほぼ全員が裕福なプラ
ンターを代表していた」，と。
　憤慨は次のような民衆の間で高じていた。つまり，選挙権を剥奪されたために，その教義を
信じてもいない国教会を支援する租税を課されないために，広大な土地を奪取・保持する投機
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家や大地主階級に土地購入機会を奪われたために，借金で投獄されそうになったために，上流
階級と識別するべく粗末な服を着るよう強制されたために，さらには，一般的には赤貧と無知
なまま生きることを運命づけられたかの如く扱われたくなくてアメリカに渡ってきた民衆であ
る。彼らは自分たちの憤りをすすんで表明した。投票日には暴動が頻繁に発生したし，当日は
棍棒や石で武装した小商店主・職人・労働者が投票所にデモ行進し，投票用紙を要求した。こ
うした示威運動は次のような散文や詩といった文芸による抗議で補足された。
　　Now the pleasant time approaches; さあ，楽しい時間が近づいてくる
　　Gentlemen do ride in coaches, 四輪馬車に乗るジェントルマンは
　　But poor men they don't regard, 貧乏人のことなど歯牙にも掛けない
　　That to maintain them labour hard. 気に掛けるのは彼らに重労働させることだ
　マサチューセッツ湾植民地で生じた２つの事件が，民衆が支配階級に諂ってない点を明らか
にした。1667年，船大工のエマニュエル・ダウニングは，「彼が他のいかなる者よりも国王を
気に掛けずに，「我々の統治者であるチャールズⅡ世の王冠と尊厳に対する高尚な性格を有す
る多様で扇動的で危険な演説を口にした」罪でエセックス郡で逮捕された。また，1705年の冬
のある日，ボストンへと続く路上で複数の荷馬車の御者と遭遇したジョセフ・ダッドレー
（Joseph Dudley）総督のより有名な事例がある。この総督は横柄にも，自身の馬車が通るの
で道を譲るよう御者たちに命じた。だが，彼らは拒み，その一人が総督にこう話した。「私は，
あなた同様血の通った人間です……あなたこそ道を開けるべきではないですか」，と。彼らは
逮捕され，後に釈放されたが，上流社会全体でこの事件は話題になった。悲嘆に暮れた下層階
級は次第に手に負えない存在となった。しかし，下層階級が「少数，ほんの少数の富裕な一族
の傲慢な支配」を終わらせるとの目的をもって叛乱を起こした時，この抗議は実際上，上流階
級人の悲鳴と比べれば穏やかなものだった。
　ヴァージニア植民地は，1676年に，ナサニエル・ベーコン（Nathaniel Bacon）に率いられた，
プランター貴族政治に対する叛乱を経験した。この叛乱は，「その不服が間違った行動へと導
きやすい何人かの利己的な人々の貧困と不安定さから」生じたとチャールズⅡ世の調査者によ
る報告書は記している。ベーコンの叛乱軍は，同時代人によって，「その状況が，ある変化で
より劣悪なものとなるのも許されない，最も卑しい部類の烏合の衆」だと描写された。この同
時代人は，「人々の私有地を自分たちで分け合うこと」を話しているのを聞いてショックを受
けた。
　ベーコンは発熱で突然死したが，バークリー（Berkeley）総督によって叛乱が流血を伴いつ
つも抑えられる前に，民衆は多くの民主的な権利を手にした。無産の自由民が植民地議会に選
出されるのを阻止する法は破棄された。全教区の自由土地保有者と自由民が教会の教区委員会
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の選挙権を得た。
　叛乱鎮圧後に，これら民主的な改革のどれも残っていなかったにもかかわらず，その記憶は
生き続けた。ベーコンは真の意味で「独立戦争の啓蒙家」だったし，民衆のリーダーは何世代
にもわたって「ベ
ベ ー コ ニ ス ト
ーコン主義者」と呼ばれた。
　そうしたベーコニストの一人が，1689年に商人貴族政治に対してニューヨーク市民を指揮し
て要塞を攻略し，あげくに政府を打ち倒したジェイコブ・ライスラー（Jacob Leisler）だった。
同市の職人と労働者は，ベロモント（Bellomont）総督によって，「くだらない人間。テーラー
主義者｛修正されたカルビン主義の一形態。すべての人間は自由意志をもつとし，罪を犯す傾向としての堕落
と，自由意志による悪行の選択としての罪を区別する｝と他の恥ずべき人間」と分類され，ライスラ
ー党のほとんどを構成した。この運動が敗北する前に，いくつかの重要な民主的な権利が勝ち
取られた。人民によって安全委員会が選出され，無産の自由民に選挙権が与えられ，植民地政
府の代表者は全投票者の選挙で選出された。
　ライスラーの統治方式は打倒されたが，叛乱が継続する間に多くの民主的な進歩がみられた。
独立戦争前のニューヨーク市の参政権は，他の植民地よりも遙かに進歩的なものだった。同市
の全白人人口のおよそ10％が選挙権を保持していた。政府は商人・国王の官吏・弁護士・地主
などによって統治されていたが，職人が政治運動にかかわる機会はあった。
　その機会は，コスビー（Cosby）総督と商人の代理を務める宮廷党（Court Party）が，自
党の市会議員と参議会員｛参事会員ともいう｝を再選することで，市政統治を維持しようと決意
した1734年の市会議員選挙運動中に訪れた。職人の賛助を受け，ジョン・ピーター・ゼンガー
（John Peter Zenger）のニューヨーク・ジャーナル（New York Journal）紙｛1733年11月５日創刊｝
に支援された民衆党（Popular Party）が宮廷党と対峙した。選挙運動中に民衆党が配った「ち
らし」で，ニューヨーク市の労働者は「ご機嫌取りあるいは日和見主義者，あるいは，同市
0 0
の
ためというよりは，帽子についた羽飾り
0 0 0
を好む虚栄心が強い仲間の誰かを選ばないよう説得さ
れた。さらには，従者
0 0
を選ばないようにとも説得されていた」。「ちらし」は「貧乏で正直な者
0 0 0 0 0 0 0
［は］，金持ちの不正直者よりましだ」ということを投票者に思い起こさせた。選挙運動の終わ
りが近づくにつれ，労働者は次の歌で投票所に呼び集められた。 
　　Our Country's Rights we will defend, 我らが守るであろうこの国の諸権利は
　　Like brave and honest men, 勇敢で正直な男に似合う
　　We voted right and there's an end 我らは権利に投票し，それには１つの目的がある
　　And so we'll do again. それゆえ，我らは何度でも投票する
　選挙は民衆党の大勝利だった。労働者のジョン・フレッド，煉瓦積み工のヨハネス・バーガ
ー，塗装工のウィリアム・ローム，パン屋のヘンリー・ボガート，そして，他の職人が参議会
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員に選ばれ，同会は1735年まで民衆党が完全に支配した。コスビー総督は，ロンドンの英国上
院に「誤導されたニューヨーク市民」に関する不満をぶちまけ，もう一人の保守主義者は同市
が「完全に党派の言うがままに操られ，大部分が下層階級者」だったと語った。
　民衆の勝利に激怒したコスビー総督はジョン・ピーター・ゼンガーに敵対する措置をとった。
歌，バラッド，それにニューヨーク・ジャーナル紙の複数の記事は，総督参議会と最高法院に
糾弾された。ゼンガー自身も扇動的文書誹毀の咎で逮捕された｛1734年11月17日の日曜日のこと｝。
彼の弁護は，88歳のフィラデルフィアの著名な弁護士，アンドルー・ハミルトン（Andrew 
Hamilton）が無報酬で引き受けた。出版の自由という論点を強調しつつハミルトンはこう語
っている。「裁判所に提出された懸案は，……些細な問題でも個人的な問題でもないし，貧しい
印刷屋の大義でもなく，ニューヨーク市
0 0 0 0 0 0 0
だけの大義でもない。それは自由の大義である。私は，
今日の正しくて立派な行為が，同胞市民の愛情と尊敬を受けるに値するだけでなく，奴隷制の
もとでの生活よりも自由を好むあらゆる人間があなたを祝福し，あなたを誇りに思うであろう
……」，と。
　判決は「無罪」で，これによりアメリカで出版の自由の先例が確定された。
　後に，ニューヨーク市の保守主義者が市政を取り返したが，植民地時代のアメリカの金持ち
と「良家に生まれ」の人々は，決して同市の人々の政治的な高揚が引き起こしたパニックから
回復することはなかった。1740年に貴族政治主義者とマサチューセッツ湾植民地の民衆の間で
闘いが始まった時，彼らの戦慄はいやが上にも高まった。恐ろしい事実は，農民と職人が植民
地の銀をヨーロッパに搬送することで紙幣による負債支払いを拒否した，忌々しい債権者に連
帯して反対したという点にあった。商人貴族政治主義者は，貧民を搾取することで，「広大な
土地を懐にした」「貪欲で，無情な高利貸し」だと非難された。追い詰められた農民と町の職
人が紙幣を発行する「土地銀行｛農地を担保に長期低利の貸し付けを行う銀行｝」の設立を急き立てた。
　ボストンの商人貴族政治主義者にとって，「闘いが，基本的に民衆あるいは裕福な紳士が以
後は植民地の公職を支配するかどうかを決める」のは明確だった。当然，彼らは土地銀行とい
う提案と闘ったし，当該銀行が植民地議会で同意された時，彼らは国王と英国議会に頼り，英
国政府は土地銀行を解体した。
　それゆえ，植民地にあっては，民衆は上流階級の権力を制限できた。下層階級の民主主義的
な権利を復活させ，他の権利を獲得するあらゆる運動が，英国国王と議会の時宜を得た助力で
粉砕された。それでも，土地所有者，専門職業人，そして商人の貴族政治の勝利は一時的なも
のだった。これらの闘いで，都会に住む労働者と職人，さらには地方の農民が重要な同盟関係
を構築した。彼らは，独立を求める自分たちの闘いと国内でより大きな自由を求める闘いを独
立運動に結び付けることで，アメリカのより民主的な体制のために闘い，アメリカ独立革命期
にこの同盟関係を実現し，勝利したのである。
